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1．はじめに

　この論文では意味論を基盤において、韓国語の動詞「寺叫nohta」1）（以下、

「nohta」）における多義構造の意味分析を行う。ことに、国広（1994）で取り上げられ

た概念である現象素2）の考え方をキーワードにした「認知的多義」の視点から、

rnohta」の多義構造を考察する。

2．研究対象と目的

　本研究は韓国語の多義動詞「nohta」を考察の対象とするが、考察に入る前に、ここ

で扱う「nohta」はどのような動詞であるかを簡単に見ておく。例えば、動詞「nohta」

に関する辞典の定義は次のようになっている。ここでは『♀司豊喜朴石（ulimalkun－

sacen）』、『暑o｝亙叫噌重｝望朴週（Dong－A’s　prime韓日辞典）』の2種を取り上げる

ことにする。以下の用例を見られたい。

（1）『♀司砦尋朴起（ulimalkunsacen）」（※以下、用例の日本語は筆者の対訳）

　　渉叫

　a．

　　1．①暑君音音7レ『し｝さ回司屯司朔郎洲苛耳．

　　【物を移すなどして、ある所に存在するようにする】

　　　¶妥曽音頬碧」♀1司1圭丑．kkochpyengul　chayksang　wiey　nohtal

　　　花瓶を机の上に置く。

　　　¶里暑暑7」舎刈ス㌃司司1罰．motun　mwulkenun　ceycaliey　nohta．

　　　すべての物は元のところに置く。
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　b．

　　ll．①暑゜1ヱ銀q碧音三呈署叫，【入れていた力を緩める】

　　　¶召敦週舎音」塾三ヒ．　　capassten　sonul　nohta．

　　　　握っていた手を放す。

　　　¶曽フ1望暑｛｝SE］．　tangkiten　cwulul　nohta．

　　　　引いていた綱を放す。

（2）『暑。｝亜叫唱魁望人柊1（Dong－A’s　prime韓日辞典）』

　a．

　　1（握っていたものを）放す。

　　　¶至｝｛｝舎｛｝［XI圭．　capun　sonul　nohta．

　　　　握っていた手を放す。

　　　¶ユゼし｝到昊杢叩暑劉留叙τキ．kunun　nauy　ossomaylul　nohci　anhassta．

　　　　彼は私の袖を放さなかった。

　b．

　　2（ある場所に）とどめる；置く。

　　　¶潮・ぽ♀1酬1恕一呈畳．chayksanng　wiey　chaykul　nohta．

　　　　机の上に本を置く。

　　　¶ol杢レス｝lr（＞1じ1011￥－9；ワ9？　i　sangcanun　etiey　nohulkkayo？

　　　　この箱はどこに置きましょうか。

　上の（1）b、（2）aにおいて「nohta」は、日本語では「放す」と訳しうる。それに

対して（1）a、（2）bのようなものは用例によって「放す」義ではなく、「位置づけ」

の意味を持つ配置動詞「置く」と訳されていることが分かる。このことから、韓国語の

動詞「nohta」は同一の音形を持ちながら、少なくとも「手に握っていたものをはな

す」という《放》概念と「位置づけ」の意味を持っ配置動詞「おく」という《置》概念

を有する多義動詞であると考えられる。一般に多義動詞には複数の意義があり、各意義

はある一定のつながりによって互いに関連づけられていることが指摘されてきた。

　しかし、これらの記述では語義間の意味関係が有する全体像はっかみにくい。また、

多義的意味を認識した意味の記述とは言い難い。

　そこで、次節では「nohta」が持っ語義間の意味関係を明らかにするため、現象素を

設定する。そのことによって「nohta」があわせもっ《放》概念と《置》概念とが、ど

のような関連で一っの多義語として結ばれているかを明らかにする。

89（ii）



一韓国語の多義動詞「nohta」について一

3．分析

3．1．韓国語辞典「nohta」の記述

　本節では「nohta」の意味認識と多義構造について、まず韓国で出版された「韓国語

辞典」を比較し、辞典の語義記述を調べ、基本用例とする。

3．1．1．語義記述

　ここでは、「韓国語辞典」による「nohta」が見出し語としてどのように分類されて

いるかを見てみる。以下は、『♀司畳｛｝人レヨulimalkunsacen』、「q刈1を尋σ1朴怨

yenseyhankwukesacen」、『豆｛垂号（＞1閉入ト石phyocwunkwuketaysacen』、『号（＞1　i｝1入ト週

kwuketaysacen」の4種の「韓国語辞典」（以下、略して辞典1、辞典2、辞典3、辞典

4と表す）における「nohta」の記述構造をまとめ、表に示したものである。

　　　　　　　　　　　　　表1「nohta」の語義全体図

種類

辞典13）

辞典24）

辞典35）

辞典46）

記述構造図

羅脇、、隙ざ，

肖　罵　亡膵　く　r　　「　　酔げ肖げ

巨 熈　撫

“

醤鵬R匠 写　　　憲

語　義　分　類

nohta　I①～⑱

nohta　H①～⑧

nohta　「1」　1～18

nohta　「n」　1～6

nohta　「皿」　1～8 ※「皿」は比喩用法

nohta國【～9／｛｝（～ul／lul）、～を】①～⑧

nohta［到　【～011～｛≧一／｛｝　（～ey～ul／lul）、

　　　　～に（場所）～を】①～⑩

nohta［劃【～◎11Aトoll～｛｝／暑（～eykey。ey～ul／1u1）

　　　　～に（人・場所）～を】①～⑧

1～23

語義総数

26項

32項

26項

23項

3．1．2．語義配列

　辞典1から辞典4のそれぞれの辞書が語彙を載せる際の語義配列は、一定の規則に基

づいて作成されていることであろう。配列順序についてそれぞれの辞書の「編者のこと

ば」をみると、辞典1と辞典2では、現代の韓国語のコーパスから得られた情報を分析

し、使用頻度の高い順に「語義」を配列したとあり、いわゆる言語運用に即した方針を

とっていることから、現代韓国語の実態を反映させていることに特徴が伺える。また、

辞典3に見られる特色は、語義解説の文型による分類である。それをふまえて、語義の
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意味を記述する方式を積極的に取り入れ、下位分類を行っている。また、文型の成分は

「ol／7｝，音／暑，（1］，　el］刈，9呈，」舛／コ干（i／ka，　ul／lul，　ey，　eyse，　ulo，　wa／kwa）が、

を、に、から（場所）、で、と」と限定した順に従っている。一方、辞書4では、配列

順序における記載は特に示されていない。いずれにしても、全部の内容をあわせると、

韓国語動詞「nohta」という音形をとる動詞の概念は、少なくとも2種類以上があり、

細かく分ければ20以上の語義があると考えられる。

3．2．「nohta」の2つの類型

3．2。1．辞書の大分類

　「表1」によれば、辞典4を除いた辞典1、2、3は枝分かれになっていることが分か

る。つまり、一つの見出し語の下にまとめられているが、同一義として記述したもので

はない。これらは同一の音形でありながら、分けられていることになる。すなわち、辞

典4が行っている記述は全体を一っの多義語として扱っているのに対し、他の3点の

「韓国語辞典」は大きく2っに書き分けるという分類型をしている。

　どれも語彙を分類する基準にっいては言及がされていないが、確かなことは

「nohta」が2っに大分類されていることである。何故、韓国語の「nohta」という動詞

は2つに分けられるのだろうか。また、何によって、別項目に書き分けられているのか、

それぞれの意義は何の意味を表すかについて考察する。

3．2．2．「に」格の有無

　国広（1997）は、辞書の記述で最も大きな問題は、多義語項目の記述をめぐる問題で

あると述べており、次の2っを指摘している。一っは多義語と同音異義語の境をどのよ

うにして決めるかという問題、もう一っは、多義的意味の分析、意味相互間の関係付け

の問題であるとした。「辞書によって多義の示し方が異なる理由はいろいろと考えられ

る。主なものとして、まず多義を区別するときの精度の違いがある。文脈の影響を受け

て違って見える語義を細かく追及していけば、多義はいくらでも数を増す。また、多義

を区別するときの意味的な基準の取り方の違いということもある…（中略）…基本義と

派生義の扱い方にも違いがあり得る。…（中略）…さらに、文型の違いに基づいて配列

する方法もある。（1997：174）」と述べ、最後に各語の意味的な性質に従って配列法を

変えた方が適切であると述べている。

　本節では、「nohta」の大分類に当たって、上記の国広（1997）で多義語における多

義分析方法の一例として挙げられている「文型の違いに基づいて配列する方法」を念頭

に入れ、「nohta」の大分類する基準を設ける。

　まず、「韓国語辞典」の中で、文型の違いによる分け方をしている辞典3を足がかり

にして、「nohta」の分類を試みる。以下、辞典3による「nohta」の3っ（口～團）の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一韓国語の多義動詞「nohta」について一

文型パターン（3）とそれらの第一義（4）を例に挙げたものである。

（3）辞典3による「nohta」の文型パターン

　　国【～含／暑7（～ul／lu1）、～を】nohta

　　圖【～bl］～音／暑（～ey～ul／lul）、～に（場所）～を】nohta

　　圖【～司1円1・°］］～音／暑（～eykey・ey～ul／lul）、～に（人・場所）～を】nohta

（4）

a．辞典3［］一第一義一看ヱ銀望瑚畳含圭且capkoissten　myeksalul　nohta

　　　　　　　　　（つかんでいた胸ぐらから手を放立）

b．辞典3囮一第一義一潮な♀回1塑含置chayksang　wiey　chaykul　nohta

　　　　　　　　　（机の上に本を跳）

c．辞典3團一第一義一豊州叫世雫朴暑罰phaley　cwusalul　nohta

　　　　　　　　　（腕に注射をうっ）

　上記（4）aから（4）cの文型構造で見られたのは、（4）aは【～｛｝／暑（～ul／lul）、

～を】と、「を」格が現れることである。また、（4）bと（4）cは一見異なって見える

が、名詞の「意味役割（semantic　role）」が異なるものと考えられ、同じ文型パターン

であると言える。そのため一っにまとめることができ、【～州～含／暑（～ey～ul／1ul）、

～に（場所）～を】のように「を」格と「に」格を伴う構造をなす。

　ここで一つ「格（case）」の扱いにっいて断っておきたい。「格」の定義は様々である

が、意味論における格とは「文の中で使用されている名詞によって表示されている事物

が、述語によって表示される事態の枠組の中で持っている機能のこと（『言語学』p．

106）」を指す。意味論的な格の解釈は名詞の働く「意味役割」に近い概念とも言える。

　従って、本研究では「対象（object）」以外の「意味役割」を持っ名詞が存在するか

否かに重点をおくために、便宜上「場所（1Qcation）」、「受容者（recipient）」、「着点

（goal）」を区別せずに「に」格と呼ぶことにする。故に、「に」格があるかどうかによ

って、3つの文型が2つの類型に収まる。

　次にそれらを、辞典1と辞典2に照らし合わせて語義の意味を確認する。

（5）辞典1

（6）辞典2

a．1第一義一昊男暑恕甘♀1　bll　Ykkochpyengu1　chayksangwiey　nohta

　　　　　（花瓶を机の上に置く）

b．ll第一義一唐71望｛｝含圭且　tangkiten　cwulul　nohta

　　　　　（引いていた綱を放す）

a．〔1〕第一義　王入1叫含明な魁州量tosilakul　cayksangmithey

　　　　　　　　nohta（お弁当を机の下に置≦）

（v）86



b．〔ll〕第一義　舎｛｝看無叫7ト遡sonul　capaksstaka　nohta

　　　　　　　　（握っていた手を放す）

　文型に基づいた辞典3と同じく、辞典1、2においても、それぞれ（5）a、（6）aは

補語の名詞句が「が」格（但し、行為者は省略されている）、「を」格、「に」格を有す

るものであり、（5）b、（6）bは「に」格を伴わない「が」格（行為者省略）と「を」

格のパターンである。さらに、意味の面でも「nohta」という同一の音形でありながら、

格構造が異なり「に」格を伴う「nohta」は《ある一定の場所に置く》の意味を表す。

それに対し、「に」格を伴わない「nohta」は《掴んでいた物を放す》の意味を表す。

すなわち、「nohta」は「に」格の有無により大分類ができ、異なる意義を表す。この

手順から分かるように、辞典1、2は最初から2っに分けていた辞典であり、それぞれ

の第一義が「に」格の助詞の有無により分類されていたことが一っの可能性として考え

られる。従って、「nohta」には【～音、（を）】型、【～・1］～音、（～にく場所〉～を）】

型の2っの類型があり、それぞれ「nohta　A」、「nohta　B」と呼ぶことにする。その結

果が、以下の表のようになる。また、この観点から「nohta」には2っの基本概念

《置》と《放》が定義できた。

　　　　　　　　　　　　　表2「nohta」の2っの類型

類型 「nohta　A」 「nohta　B」

「に」格有無 「に」格助詞あり 「に」格助詞なし

辞典 辞典1 nohta　I nohta　H

辞典2 nohta「1」 nohta「II」

辞典3 nohta［2］nohta圖 nohta［工］

文型 【～司～含（～に〈場所〉～を）】 【～音、（を）】

基本概念 《ある一定の場所に位置させる》＝《置》 《掴んでいた物を放す》＝《放》

3．　3．「nohta　A」と「nohta　B」

　前節で見てきたように、文型に基づけば「nohta」は「に」格の有無により、2っの

類型「nohta　A」と「nohta　B」に分類できる。そしてそれらの基本概念《置》と

《放》が設けられた。しかし、一っの見出し語の下にまとめられ、多義語として記述さ

れたものである以上、それぞれの基本概念の間には共通する何らかの意味関係を有する

ことが説明できなければならない。その意味的に関連性を求めて考察を進めたいと思う。
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3．3．1．「nohta　A」の《置》

　韓国語世界化財団（2001）が提出した韓国語文型辞典開発（2次年度）の最終報告書

によると「nohta」の構文の中で最も頻度が高かった構文は、「回゜1／7｝（i／ka）［5］　Oj1

（ey）回｛｝／暑（ul／lu1）皆叫（nohta）（回が圏に回をnohta）」の構造であり、その

構文の中でも「一定の所に位置させる」という意味をもっ用例が全体の48．36％を占め

ているという調査の結果が出ている6（5mno奇：2007から引用「回：行為者、囹：場所、

回：具体物」）

　言い換えれば、使用頻度から言えるものとして「nohta　A」の中でも「一定の所に位

置させる」という配置の意味を表す語義《置》義が「nohta」の典型的な用法で、語義

の頻度順に配列した辞典の第一義と互いに一致していることが分かった。その典型的用

法と言えるものの構造と例を挙げる。

（7）「nohta」の典型的用法の構造

　　　「回ol／7｝　（i／ka）　［璽ol1　（ey）　匝］含／暑　（ul／lu1）　寺じ干　（nohta）

　　　（回が囹に回をnohta）」

（8）囲7腕鯛1塵遡yengswuka　chayksangwiey　chaykul　nohta
　　　（ヨンスが机の上に本を趣⊃（※辞典3の例文に筆者が行為者を加えたもの）

　（7）の構造から分かるように《置》義は、「nohta」の動作をする主体である「行為

者」と行為者が働きかけて移動させる移動物「対象」、またその移動物を位置させる

「着点」が存在する。それが指す意義は〈行為者が行為者の領域に入れた対象を移動さ

せて或る場所に位置させる〉となる。以下、《置》義の意味関係を整理すると図1のよ

うになる。

　　　　　　　　　　　　　　　図1《置》の図式

　　　　　　　　　　　’1　　　　　　　　　　　　　　　　’、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、
　　　　　　　　o　　o＿＿　　■－r　　　　　　　囎一t　■－r　　　　　　　　　－一’　圏一r

　　　　　　　　－’，、、　　　　　　　’，、、　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノs　ミ　　　　　　　　　　　’s－一一一一一一一一一〉

（◎：行為者、☆：対象、△；場所、点線の☆：移動）

　以上のように、語義の認定において頻度を重視すれば、「nohta」の典型的語義は

〈行為者が行為者の領域に入れた対象を移動させて或る場所に位置させる〉を表す《置》

と言ってもよかろう。

3．3．2．「nohta　B」の《放》

　％v看Pt。（2004）の研究では、韓国語の動詞‘寺叫nohta’と　‘Ei　c｝・　twuta’の類似性
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について辞典記述の用例に基づき、意味分析を行っている。男看噌（2004）の新しいと

ころは、中世朝鮮語の「古語僻典』から‘着叫’の中心義がどのような意義を表すかを

調べ、歴史的に古い意義を原義として設定することを試みている点であり、以下の例が

挙げられている。

　　　　　　　　　　（9）　　上二ε｝　（暑）　寺一じ｝

　　　　　　　　　　　　　　所掠望叫比苛神：書放所掠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青巨歌41章）

　　　　　　　　　　（例文は讐看層（2004：13）より引用。例文番号は本論文での通し番号）

　こうした、『古語僻典』の用例「龍飛御天歌」7）を取り上げ、「nohta」の意味が漢字

語《放》に該当する意味として現われると提示している。また、「『古語僻典』で記載さ

れている「nohta」の本来の意味としては《放》一っしか存在しない。しかし、現代辞

典を引いてみると「nohta」は《放》と《置》2っが記述されている。よって《放》が

比較的原始的な意義である」（2004：18）と主張している。確かに、例（9）の現代語

訳8）から分かるように「土さ｝祥（nohasya）」は「nohta」の活用形であり、それが指

す意味は、《放》であることは間違いない。しかし、「nohta」の原義が《放》のみを表

すとは限らない。

　例えば、他の古語僻典『李朝語僻典』9）は、「nohta」という見出し語に《放》と

《置》を用例として掲げている。この点からは、「nohta」の原義として《放》のみを認

めることはできない。では、《放》と《置》の関係をどのように考えたらいいだろうか。

3．　3．3．《放》義と《置》義の認知的関係としての把握

　ここでは「nohta」という動作が表現する事態を明らかにするため、言語化以前を探

り、時間軸に沿って詳しく分析してみることとする。そこで3．3．1．の図1が表す対象

の移動と時間との関係に注目してみたい。まず、時間的に左側の点線の対象が右側の実

線の対象より先に存在して、そこから移動が行われる。そうすると対象が行為者から離

れる動きの起点、つまり行為者が「対象を放す」動作が「対象を置く」動作より、先に

行われることが認知できる。すなわち、「nohta」の一連の動作の順序を考えると、行

為者が対象に働きかけていた動作をやめて終了させるのであり、そのことが同時に次の

動作の始まりである。例文を挙げて提示してみると以下のようである。

（10）（eo十フ｝酬想♀1（＞ll司暑［XEI　yengswuka　chayksa．ngwiey　chaykul　nohta

　　（ヨンスが机の上に本を置く）

（11）（習牛升塑な♀1刷看ユ銀望塑含紐

　　yengswuka　chayksangwiey　capkoissten　chaykul　nohta

　　（ヨンスが机の上に掴んでいた本を置≦）
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　（10）は、意味的に（11）を含む。（10）の場合は、既に（11）の「掴んでいる」要素

が統合されているため言語化されていない。逆に「掴んでいる」要素が統合される以前

は、認知的に2っの連続する動作が存在すると予想される。っまり「nohta」には「動

作の連鎖」が含意されていると言える。（10）の例でいえば、「置く」の言語化には、そ

の動作に先立っ事情がどうなっていたかは描かれておらず、行為者「ヨンス」と対象

「本」との関係は切り捨てられている。もし、そうした事態を復元しようとすれば、「ヨ

ンスが本を持っ、その本を放して…」とか「ヨンスが本を掴む、その本を放して…」の

ような表現が補われるだろう。逆に言えば、「行為者」が「対象である移動物」に働き

かけて、行為者の領域に入れるという段階の動作が始まらないと《置》の動作は考えら

れない。このように、「nohta」の動作を実現させるためには、前にある《放》動作が

前提になるはずである。さらに、「nohta」の一連の動作を前提に焦点を当ててみると、

まず行為者が対象に働きかけていた動作をやめて終了させる、そのことが同時に、次の

動作の始まりとなる、というように捉えられる。（10）、（11）で言うと、「ヨンスが本を

持っている」その動作をやめることは別の見方をすれば、物が働きかけられている状態

から自由に放たれたことを表し、「本がヨンスの領域から離れる」へ意義展開する。そ

の瞬間が活性化されている概念が《放》である。このことにより、「nohta」の典型的

な用法は《置》であるとしても、その根本的な位置に《放》が存在する可能性を排除で

きない。

　結論的にいうと、本研究では「nohta」の多義構造の出発点として「典型的意義」を

優先するか、または「根本的意義」を優先するかという考え方は放棄する。その代わり

に両者をまとめるために、国広（1994）で提案された「現象素」という概念を用いる。

そして、「nohta　A」の《置》と「nohta　B」の《放》とは意味論的にいうと一っの多

義語とすべきものであるということを述べる。

3．4．「nohta」の現象素

3．4．1．現象素の設定

　国広（1997：226）では「人間の動作を指す動詞の場合は、その動作を現象素として

基盤に据え、その現象素をいろいろの角度から捉えたり、焦点を絞ったりすることを念

頭において全体を眺めるのがよさそうである。」と、多義動詞を考える上での現象素の

有効性を述べている。本節では「nohta」の現象素を規定する。

　他動詞である「nohta」は主に人間の動作を表すものであり、動作の連鎖が含まれて

いる複雑な動詞である。それには、現象素の概念を用いるのが有効であると思われる。

　「nohta」は、行為者と共に対象を必要とする動詞であり、特に対象であるものは既

に行為者から何らかに働きかけられている状態（1）である。それが行為者が働きかけ
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をやめると同時に、その結果として、行為者の領域にあった対象が外の領域へ離脱する

（＝離脱起点）（H）、そして対象が移動を経て（皿）、離脱着点（IV）に着くことにな

る。このように「nohta」は（1）～（IV）の段階が見られる動詞であることになる。以

下、（1）～（IV）にわたる一連の動作を考慮し、全体として表3に示すような現象素を

設定することができる。

　　　　　　　　　　　　表3「nohta」の現象素と動作の連鎖

現象素 行為者焦点、（）の内：対象焦点 「nohta　B」 「nohta　A」

1 行為者が対象に働きかけている（対 1～皿の動作を 1～IVの動作全
働
き 象：働きかけられて行為者の領域に 含み、 体を含み、

か ある） IIを焦点化 IVを焦点化
け

◎1 →行為者が対象に働きかけをやめる
↓ ↓

☆離 （対象：行為者の領域から離脱）
《放》 《置》

1　占
　♂、9、T

1　皿

■
蝉

対象は外の領域へ到着
IV

着
点

そして、「nohta」の現象素を次のように設定する。

（12）「nohta」の現象素

　　「行為者が対象に働きかけていた動作をやめることによって、

　　　対象が行為者の領域から離脱して外の領域へ移動する」

3．4．2．現象素の焦点化

　「nohta」はこの動作全体を現象素として有する動詞であるが、言語世界ではその一

部分に焦点が絞られて用いられる。この現象素の定義を基準として、それを異なった面

から認識することにより、2っの意義が考えられる。つまり、「nohta」が「nohta　A」

となったり、「nohta　B」となったりするのは、現象素のどの段階を際立たせるかの違

いによるということになる。ここで「表3」を立体的に理解するために、図式に示せば、

次の「図2」のようになる。

　このような現象素の焦点化により、「nohta　A」と「nohta　B」の基本義が立てられ

る。基本義は「nohta」という動作を時間順に捉えることを重視し、一連の動作連鎖を

表す時間軸との関係を観察する。そうすると、「図2」で分かるように、左側に来るII

を焦点化する「nohta　B」の方が優先的に起こり、その後にIVを焦点化する「nohta

A」の動作が行われる。

81（x）



　　　　　　　一韓国語の多義動詞「nohta」について一

「図2」現象素の焦点化

「図2－1」Hを焦点化する《放》

磨血t
　『『●一→X＝時間軸による動作の連鎖

end　point

　IV

「図2－2」IVを焦点化する《置》

start　point

　　H

　●・・・…→X＝時間軸による動作の連鎖

㎝畑

（X：時間軸による動作の連鎖、◎：行為者、☆：対象、→：対象移動経路、○：

「nohta」のstart　point、●：「nohta」のend　point、1：「nohta」動作の前段階の

動作、ll～IV：「nohta」の動作、縦の太い線：「nohta　B」（行為者と対象との分離起

点）、点線の楕円：「nohta　A」）

　結果として「nohta　B」は「1．前段階の動作終了→且．「nohta」動作の起点

（start　point）」つまり、縦の太い垂直線である。線で表せるということは、瞬間的に

行われる動作でもあり、対象の移動が含まれる概念とは考えられない瞬間的な範囲であ

る。このことによって【行為者が対象に働きかけている動作をやめることの結果として

対象が行為者の領域から離脱する起点（start　point）＝その時点】を重視すれば、

「nohta」は《放》になる（「図2－1」を参照）。

　それに対して、「nohta　A」は点線の楕円で「L前段階の動作終了→H．「nohta」

動作の起点（start　point）→皿．対象の移動経路→IV．「nohta」動作の着点（end

point）」全てを含む幅の広い概念である。それに従い【行為者が対象に働きかけていた

動作をやめることで、対象が行為者の領域から離脱して外の領域へ移動する、その移動

の着点（end　point）】を重視し、その着点がある一定の場所であると判断すれば《置》

で表すものと考えられる（図2－2を参照）。

4．まとめ

　本稿では、韓国語の動詞「皆叫（nohta）」を辞典の用例から「に」格の有無により2

っの異なる意義と結びっいていることを示した。そして、「nohta」が実現する動作連
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鎖から、この動きの「現象素」を捉え、「nohta」の多義に対して一っの解答を提出し

た。その現象素の概念は［行為者が対象に働きかけていた動作をやめることによって、

対象が行為者の領域から離脱して外の領域へ移動する］ということになる。その現象素

の一部が焦点化され、「行為者が対象に働きかけていた動作をやめることの結果として

対象が行為者の領域から離脱する起点（start　point）＝その時点」を重視すれば、《放》

概念になる。それに対して、「行為者が対象に働きかけていた動作をやめることによっ

て、対象が行為者の領域から離脱して外の領域へ移動する、その移動の着点（end

point）特に外の領域が、ある一定の場所」であると判断すれば《置》概念に属する。

このように「nohta」の概念《放》と《置》は同一の現象素の下にまとめることができ

ると考えられる。一見、異なるように見える概念は、現象素の焦点化の違いと見なすこ

とができる。従って、2っの「nohta」の概念《放》と《置》は、「同一の現象素を共有

する意味を持っ」もので、一っの多義語として扱うべきであるといえる。

注
D

）2

）
）
）
）
）

0
0
4
5
6
7

韓国語のローマ字表記はイェール式「The　Yale　System　of　Romanization」ロー

マ字表記法（Martin，　Samuel．　E．1967参照）に従う。また、日本語訳は筆者が

行い、直訳を原則としたものである。

現象素とは、国広（1994）で提唱された概念で、「ある語が指す外界の物、動き、

属性などで、五感で直接に捉えることが出来るものである。従来の「指示物」

（referent）に近いが、思想的な背景が異なる。単なる外界の存在物ではなく、

人間が認知したものである。その認知のしかたは、言語の用法を通じて捉える。」

（国広（1995：40）と述べでいる。（例）日本語の動詞「とる」（国広（1994：

23）の例文）

　・私は一番大きいのを取った。〈獲得〉　・庭の雑草を取った。〈除去〉

　日本語の動詞「取る」の現象素は、「手で何かを捕らえてその存在場所から引

き離す動作そのもの」とし、対象と行為者との関係からく獲得〉にも、〈除去〉

にも捉えられる。

重｝音叫司編「♀モ11…｝ゼ・入｝週』　（1994）　◎i｛歪｝z｝

魁刈1司尋皿望明碧旦7刊畳望子魁編『唱矧を号司朴起』（2003）早牡暑o｝

∈号罵ヨE号　Oj（～i「1廻編　『丑歪号・1τ刊入困」　（1999）　早牡暑oト

01司合編「…≡手（＞l　i｝1ノ｝石』　（1982）　VLI秀Al碧

龍飛御天歌［甚ロ回冠7月にっいては、聞賢植『中世國語購讃』に次のように概

説されている。（p．351より引用、訳は筆者による）。

　「1445年（世宗27）に編纂、1447年（世宗29）刊行。朝鮮王朝の建国を頒祝

するため、太祖の4代祖である穆祖から太宗までの6代組の事蹟を吟じた125章
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　　の叙事詩。形式は本文に漢課詩と諺解を付け加えたもので全10巻5冊の資料で

　　ある。ハングル創製後、最初の文献で国文学はもとより国語史資料として貴重で

　　ある」

8）《龍飛御天歌　第41章》

東征叫功゜1暑゜1叫所掠望叫｝・i6｝A）

歓呼之聲゜1道上。R　7｝9針N　　　〈中略〉

　　現代語訳　（司暑（1977）『暑日回萢7ト』噌翌苦培人トより）

　　　暑警暑碧唖回帽暑含朗早ス隠昊銀皇叶、王呈暑音叫考皇入囹刈、

　　　屠立糾ゼ杢司フト翌（¶7｝昇卦司．

　　日本語訳　（筆者が韓国語の現代語訳を訳したもの）

　　　東を征伐するに成功をすることはできなかったが、捕慮を全て放してください、

　　　歓呼する声が道に盗れる。

9）1964年、劉昌惇が編纂した古語僻典として延世大學校出版部から発行されたも

　　の。朝鮮時代の文献に記録された語僻、すべてが採録されている。
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早・U暑6｝（2003）「暑o匹叫望遇望入｝週（Dong－A’s　prime韓日辞典）』早祉暑叫
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Martin，　Samue1．　E．　et　al．（1967）AKorean－English　dictionary，　Yale　University

　　Press．

　資料

『♀司豊｛｝神週ulimalkunsacen』　　　　　　　　　　（以下、例文は筆者の対訳）

暫叫

1．

①暑石音品フ1フ『可掛明明屯司州銀川司・τ十．

　（物を移すなどして、ある所に存在するようにする。）

　【例】畏閤音酬な♀回1嵩無1斗．花瓶を机の上に置く。

②・培唱71干，をヌL子呈暑叫羽暑剛苦叫．（ある機械、装置、建造物などを施す）

　【例】じ圃暑寺じ｝．牛三暑寺じ｝．週71暑ギ斗．型糾暑寺τ斗．型音舌じ干．喫｛｝寺

　　叫．橋を架ける、水道・電気・電話を引く、道路を建造する、罠をしかける。

③響フ『し｝叫刃叫糾叫．入れるとか付ける。

　◎干噌叫♀1y薯円叫叫叫．飾りに入れる、付ける。

　【例】牛暑寺叫．早目暑寺1斗。ス圃暑寺叫．

　刺繍をする、模様をっける、螺鋸の貝をはめこむ。

　◎舎゜1肝望叫斜暑喜叫．綿や羽を入れる。

　【例】舎含皆書司組．綿をいれた足袋。

　＠音司州弔酬碧叫．食べ物に混ぜて入れる。

　【例】骨司垂含寺叫．ご飯に小豆を入れる。

④唱司7ト早フV71g叫．植えて育てる。

　【例】尋叫号音寺叫．豆もやしを育てる。

⑤牛暑叫羽呈層暑叶叫川叫．そろばんで算を表す。

　【例】牛暑暑寺叫．そろばんをおく。

　◎牛暑q掛叫．数を足す。

　【例】暑州型音暫皇唾望叫叶？　2に3を足すと幾っ？

⑥設暑碧さ団叫叫用叫．（室｝ヱ）獣音寺叫．→設．値をっける。
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⑦叫号，を71叫♀】司囚暑01叶豊音　￥叫．囲碁、将棋などの石、駒をおく。

　【例】喫召含渉ヱ暑冴？　何目をおいて打つか？

⑧暑含司♀囚叶ス1三叫．火をっける。

　【例】旦引暑音考叫．蚊遣り火をっける。

⑨畳重｝含埜叫叫升川δ囲叫薯世暑。1司ス1洲掛叫．大砲を撃っ。

　【例】剛ヱ暑嵩叫．大砲を撃っ。

⑩…F朴叶苓社薯喫暑琶舎明レ列三叫．注射や針を皮膚にさす。

　【例】旱朴暑寺叫．注射をさす。

⑪゜1スド｝《¶暑啓含智2呈遇周（胡・判）雫叫．儲けの目的でお金を貸す。

　【例】暑含法叫．喫含嵩叫．週型唐音老叫．お金を貸す、賃貸しする。

⑫薯含日レ1叫型叫．お金を賭ける。

　【例】望叫列寺ヱ州71暑を叫？　幾らを賭けてゲームしようか？

⑬司屯‘召早暑手・1旦司叫．ある任務を課して行かせる。

　【例】剛暑寺可想金朴せ妊叫．鷹を放って維を獲得する。（鷹狩りをする）

⑭旱喫音里嗣フ『叶望司囚叫苛叫．何かを送るとか知らせる。

　【例】至｛｝含寺叫．噂をたてる。

⑮舎三暑司三尋閣含升苛叫．速度をあげるため勢いを出す。

　【例】スト暑斗セ入1舎100km暑葦ヱ量張τ｝．車は時速100で走る。

⑯な州骨叫刃回屯懇暑音糾湘叫胡明叫．相手にある行動をしきりに行う。

　【例】噛胡皆叫．邪魔をする。

⑰ムム呈司屯碧暑含司司叫．自らある行動をしきりに行う。

　【例】（書ヱ）苦宕音音考叫．→否旦音．まっしぐらに走る。

⑱‘考ヱ’呈埜。）ol，‘呈刈到則な皇呈杢｝○ド創昊「皆ヱ（nohko連用形）」の形で

　　「問題の対象にして」の意味

　【例】ユ暑寺ヱ畳毬剤司…．彼にっいて言うなら…。

ll．

①暑゜1ヱ銀勉咽音呈呈苦叫．入れていた力を緩める。

　【例】看鉄望舎含著叫．握っていた手を放す身フ1望苦含葦叫．引いていた綱を放

　　す。

②ス｝弁暑ス1昊苛望な印暑著叫．解放する。

　【例】釜｝芒相暑寺o｝旦通｛斗．獲った鳥を解き放す。

　　　計音皆叫フ1三叫．鳥を放し飼いにする。

③豊列暑奨半叫．言葉づかいを低くする。

　【例】皇望州脅早呈普含舌叫目．初対面でむちゃにため語を言う。

④刈舎司一Ell　Ea望叫羽暑ユ肚早フ『叫゜｝司6｝叫，続けてきた仕事をやめる。
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　【例】ユ週音暫ヱ量暑魁羽銀叫．教鞭をnohkoしばらく休んだ。

⑤｛弔，週司叫♀催王71掛叫．権力、権利などを放棄する。

　【例】遭目含葦叫．権力を放棄する

⑥丑忍，フ1司，処そ｝叫♀倒ロト含音著・1叡。n叫．懸念、期待、緊張、気を緩める。

　【例】眉碧嵩皇到入1皇　安心してください。

⑦碧杢1音認叫．気を抜く。

　【例】“碧剋暑寺ヱτ｝日と叶？　ユ裂三昊碧フ1ヱ…．”気を抜いてどうする？　そ

　　れも　置き忘れてきて…。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ノミンジュ　博士後期課程）
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